
令和６年度 武蔵野市地域公共交通活性化協議会 （東京都武蔵野市）
（地域公共交通計画策定事業）

公共交通の概況・地域の特徴

令和６年度の開催状況（予定含む）
・第１回（令和６年７月９日）
策定スケジュール・内容について
現計画の進捗状況報告

・第２回（令和６年11月18日）
現況データの整理・分析
住民グループインタビュー・事業者
ヒアリング結果報告
利用者アンケート確認
現計画の評価・検証

・第３回（令和７年２月20日） ※予定
利用者アンケート結果報告
地域公共交通を取り巻く課題整理
市民アンケート確認

協議会開催状況アピールポイント

人口増加が見込まれる本市において、増加する後期高齢者や子育て世帯などの多様なニーズに対応することに加
え、駅周辺の混雑（歩行者・バス・タクシー・自転車・自家用車等）や来街者・インバウンドの増加、新型コロナウィルス
感染症の影響、運転手不足など、取り巻く環境が大きく変わってきており、持続可能な公共交通ネットワーク形成に向
けては、 現計画策定から約４年が経過し、改めて実態・ニーズ等を把握した上で、今後の方向性や施策展開を検討
し、計画を改定していくことが必要である。

市域は面積10.98kmとコンパクトで、高い人口密度となっています。地形は平たんで、緑豊かで閑静な住宅地の広が
りとともに、都内有数の商業地や企業の先端研究施設、多くの教育機関などを有する拠点都市である。
鉄道駅３駅（吉祥寺駅・三鷹駅・武蔵境駅）、路線バス４事業者（小田急バス・関東バス・京王電鉄バス・西武バス）、
コミュニティバス「ムーバス（７路線９ルート）」、タクシー（武三地区・東京23区）によって公共交通ネットワークが形成さ
れている。市の福祉交通施策としては、移送サービス「レモンキャブ」（福祉有償運送）とリフトタクシー「つながり」の
サービスがある。多種多様なサービスが充実しており、市内のバス交通空白・不便地域の解消は概ね達成している。

地域の抱える問題点・計画策定調査の必要性

計画の改定には、実態・ニーズ等を把握した上で、公共交通の需要と供給の状況等を踏まえ、路線バス・ムーバス・
タクシー・自転車・福祉交通等の多様なモードを横断的に再構築し、最適かつ効率的なネットワーク及びサービスの
あり方を検討する必要がある。特に、深刻化している運転手不足への対応、駅周辺の交通環境の改善や、自転車・
福祉交通とバス交通の連携施策は、本市の将来交通体系を検討する上で重要な視点となる。
このため、地域公共交通の実態・ニーズを把握するために、住民グループインタビューで住民の生の声を聞きとった
ほか、コミュニティバス、路線バス、タクシーそれぞれ利用者アンケートを実施するなどきめ細かい調査を実施してい
る。
また、各種調査に基づき、現計画及びムーバス事業の評価・検証を行うとともに、地域公共交通を取り巻く課題を再
整理した。
次年度は、上位関連計画との整合を図りつつ、地域交通のビジョン・目標及び施策体系を示すマスタープランとして
の「武蔵野市地域公共交通計画」として改訂していく。

面  積 10.98ｋ㎡

人口 （R6.4.1時点） 148,079人

15歳未満 17,329人

65歳以上 33,435人

高 齢 化 率 22.58％



○参考資料

地域の交通体系図 等



○参考資料

地域の交通体系図 等



○参考資料

※令和６・７年度（２か年）で計画策定予定であり、今年度は調査・分析実施中心で、骨子案が未作成のため、策定の全体像
を資料として提出いたします。
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